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有
明
海
の
重
要
種
で
あ
る
ガ
ザ
ミ
は
、
近
年
漁
獲
量

が
低
位
に
あ
り
（
図
一
）
、
資
源
回
復
に
向
け
て
、
水

産
試
験
場
で
は
国
や
関
係
す
る
三
県
と
共
に
、
効
果
的

な
放
流
技
術
の
開
発
を
進
め
て
い
ま
す
。 

 

そ
の
結
果
、
適
し
た
放
流
条
件
（
適
地
・
時
期
等
）

が
、
明
ら
か
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。 

し
か
し
、
ガ
ザ
ミ
の
種
苗
生
産
技
術
に
つ
い
て
は
不

安
定
な
部
分
も
あ
り
、
今
後
、
大
幅
に
放
流
量
の
増
大

を
図
る
こ
と
は
難
し
い
状
況
で
す
。
こ
の
た
め
、
新
た

な
資
源
増
殖
の
手
法
と
し
て
、
再
生
産
を
担
う
抱
卵
個

体
（
黒
デ
コ
：
ふ
化
直
前
の
卵
を
腹
部
に
抱
え
た
雌
の

成
体
、
図
五
左
上
）
の
放
流
試
験
に
も
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。 

 

今
回
、
有
明
海
の
ガ
ザ
ミ
資
源
増
殖
に
つ
な
が
る
こ

れ
ら
の
成
果
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。 

 

ガ
ザ
ミ
種
苗
に
適
し
た
放
流
条
件
に
つ
い
て 

ガ
ザ
ミ
は
成
長
に
伴
い
脱
皮
を
行
う
上
に
、
放
流
種

苗
は
五
～
十
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
程
度
と
小
さ
い
た
め
、
放

流
効
果
を
確
認
す
る
た
め
の
長
期
間
追
跡
で
き
る
標
識

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
近
年
開
発
さ
れ
た

遺
伝
情
報
に
よ
るDNA

標
識
技
術
を
用
い
、
放
流
適
地

・
時
期
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、
種
苗
放
流
後
に
追
跡

調
査
を
行
い
ま
し
た
。 

そ
の
結
果
、
種
苗
の
放
流
場
所
に
つ
い
て
は
、
有
明

海
湾
央
西
部
の
本
県
島
原
半
島
地
先
よ
り
も
湾
奥
東
部

の
福
岡
県
大
牟
田
市
地
先
（
図
二
、
三
）
で
高
い
効
果

が
期
待
で
き
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
放
流
時
期
で
は
、
六
月
中
の
放
流
は
回
収
率

が
高
く
、
時
期
遅
く
な
る
と
放
流
効
果
が
低
下
す
る
こ

と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
（
図
三
）
。 

  

図１．有明海のガザミ推定漁獲量の推移 

図２．種苗放流地点 

大牟田市地先 

島原半島地先 



 

 

  ガ
ザ
ミ
抱
卵
個
体
の
放
流
試
験
に
つ
い
て 

ガ
ザ
ミ
の
抱
卵
個
体
（
以
下
、
親
ガ
ザ
ミ
）
は
、
す

く
い
網
漁
で
取
り
組
ま
れ
て
い
る
六
～
八
月
中
の
十
五

日
間
の
禁
漁
や
、
漁
獲
さ
れ
て
も
保
護
（
放
流
ま
た
は

一
時
蓄
養
に
よ
る
幼
生
放
出
機
会
の
確
保
）
す
る
こ
と

で
子
孫
の
再
生
産
に
よ
る
資
源
増
殖
を
図
っ
て
い
ま
す

が
、
そ
の
親
ガ
ザ
ミ
の
放
流
が
資
源
増
殖
に
与
え
る
効

果
に
つ
い
て
検
証
す
る
手
段
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。 

そ
こ
で
、
前
述
のDNA

標
識
技
術
を
応
用
し
、
放
流

す
る
親
ガ
ザ
ミ
と
産
み
出
さ
れ
た
卵
のDNA

情
報
を
利

用
す
る
こ
と
で
、
平
成
三
十
年
に
放
流
し
た
二
二
六
個

体
の
う
ち
、
子
が
追
跡
可
能
な
四
十
二
個
体
か
ら
放
出

さ
れ
た
子
供
二
個
体
を
、
令
和
二
年
に
漁
獲
さ
れ
た
ガ

ザ
ミ
の
中
に
確
認
し
ま
し
た
（
図
四
）
。
こ
の
子
ガ
ザ

ミ
は
、
親
の
放
流
約
八
百
日
後
に
全
甲
幅
長
十
八
セ
ン

チ
メ
ー
ト
ル
前
後
に
成
長
し
て
い
ま
し
た
。
今
回
の
事

例
で
は
、
親
二
二
六
個
体
の
放
流
で
子
二
五
七
個
体

（
一
、
一
四
倍
）
が
漁
獲
さ
れ
た
と
試
算
さ
れ
、
親
ガ

ザ
ミ
放
流
の
資
源
増
殖
に
与
え
る
可
能
性
が
示
さ
れ
ま

し
た
。 

 

親
ガ
ザ
ミ
の
放
流
に
つ
い
て
も
適
し
た
放
流
時
期
や

場
所
を
明
ら
か
に
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
水
産
試
験

場
で
は
前
述
の
追
跡
調
査
手
法
を
利
用
し
て
適
時
期
・

適
地
の
解
明
に
向
け
た
試
験
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

適
時
期
に
つ
い
て
は
親
ガ
ザ
ミ
が
多
い
五
月
か
ら
七

月
の
う
ち
、
ど
の
時
期
に
放
流
さ
れ
た
親
の
子
供
の
漁

獲
が
多
い
の
か
調
べ
ま
す
。 

ま
た
、
適
地
に
つ
い
て
は
、
反
時
計
回
り
の
潮
流
が

あ
る
有
明
海
で
は
、
湾
西
部
（
島
原
半
島
地
先
）
で
放

出
さ
れ
た
幼
生
は
有
明
海
の
外
部
へ
と
流
出
し
、
成
育

に
適
し
た
湾
奥
部
へ
の
稚
ガ
ニ
着
底
に
結
び
つ
き
に
く

い
可
能
性
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
こ
の
た
め
、
令
和
三
年

度
以
降
、
南
か
ら
北
へ
と
潮
が
流
れ
る
湾
東
部
（
熊
本

沖
）
と
合
わ
せ
て
、
東
西
二
海
域
で
の
放
流
に
よ
る
比

較
試
験
を
行
っ
て
い
ま
す
（
図
五
）
。 

ま
た
今
年
度
か
ら
、
有
明
海
で
利
用
さ
れ
て
い
る
二

枚
貝
の
浮
遊
幼
生
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
技
術
を
活
用

し
、
有
明
海
の
ど
の
地
点
で
親
ガ
ザ
ミ
か
ら
放
出
さ
れ

た
幼
生
が
成
育
適
地
に
稚
ガ
ニ
と
し
て
着
底
す
る
か
予

想
し
、
親
ガ
ザ
ミ
放
流
試
験
に
お
け
る
適
地
の
絞
り
込

み
を
行
う
予
定
で
す
。 

図３．放流場所・時期別の効果の比較 

図４．親ガザミ放流試験の結果 



 

 

 

今
後
も
、
国
や
関
係
す
る
三
県
と
協
力
し
、
有
明
海

の
共
通
資
源
で
あ
る
ガ
ザ
ミ
増
殖
の
た
め
、
種
苗
放
流

適
サ
イ
ズ
解
明
や
、
親
ガ
ザ
ミ
（
抱
卵
個
体
）
放
流
を

効
果
的
に
行
う
技
術
開
発
な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。 

し
か
し
、
放
流
の
み
で
は
低
位
に
あ
る
ガ
ザ
ミ
資
源

を
増
大
さ
せ
る
こ
と
は
困
難
で
あ
り
、
有
明
海
四
県
が

協
調
し
て
引
き
続
き
、
資
源
管
理
に
つ
い
て
も
併
せ
て

推
進
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。 

 

お
わ
り
に 

現
在
、
水
産
試
験
場
で
は
魚
類
（
ト
ラ
フ
グ
、
ヒ
ラ

メ
、
ク
エ
等
）
や
今
回
紹
介
し
た
ガ
ザ
ミ
、
ナ
マ
コ
の

放
流
な
ど
、
資
源
増
殖
の
た
め
の
技
術
開
発
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
皆
様
か
ら
の
ご
意
見
や
技
術
指
導
な
ど

の
ご
要
望
等
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
水
産
試
験
場 

栽

培
漁
業
科
（
〇
九
五‐

八
五
〇‐

六
三
〇
六
）
も
し
く

は
、
最
寄
り
の
水
産
業
普
及
指
導
セ
ン
タ
ー
ま
で
、
ご

連
絡
頂
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。 

 

（
栽
培
漁
業
科 

松
田
正
彦
） 

 

図５．放流地点と放出幼生移動の予想 


